
「
コ
ル
テ
ィ
ナ
ダ
ン
ペ
ッ
ツ
ォ
」

２
月

6
日
か
ら
開
催
さ

れ
る
ミ
ラ
ノ
・
コ
ル
テ
ィ

ナ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。

３
月
に
は
ワ
ー
ル
ド
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
、

６
月
に
は
サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
と
ス
ポ
ー
ツ

観
戦
の
好
き
な
私
に
は
た

ま
ら
な
い
１
年
が
始
ま
り

ま
し
た
。

応
援
し
た
い
の
は
何
も

選
手
だ
け
で
は
な
く
、
裏

方
に
も
注
目
し
て
お
り
ま

す
。と

く
に
仕
事
上
、
環
境

問
題
や
持
続
可
能
な
取
り

組
み
は
毎
回
興
味
を
も
っ

て
い
ま
す
。

今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
注
目
さ
れ
て
い
る
取
り

組
み
が
「
分
散
開
催
」
。

昨
今
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
は
、
会
場
を
集
約
し
新

た
に
競
技
場
を
建
設
し
、

練
習
会
場
、
宿
舎
な
ど
選

手
や
観
客
の
移
動
時
間
を

短
く
す
る
こ
と
で
二
酸
化

炭
素
排
出
な
ど
環
境
負
荷

を
低
減
さ
せ
る
取
り
組
み

が
開
催
地
選
択
の
一
つ
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
こ
と
が

大
会
後
に
問
題
視
さ
れ
競

技
場
な
ど
が
負
の
遺
産
に

な
っ
て
い
る
開
催
国
は
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

大
会
が
終
わ
れ
ば
そ
れ

ら
は
全
て
自
国
の
問
題
と

な
り
ま
す
。

既
存
施
設
を
有
効
に
使

い
（
利
用
率
90
％
以
上
）
、

新
設
会
場
は
最
小
限
に
し

て
既
存
の
イ
ン
フ
ラ
を
利

用
す
る
こ
と
で
環
境
に
も

配
慮
で
き
る
素
晴
ら
し
い

取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
新
設
の
選
手
村
は

大
会
後
に
学
生
寮
や
社
会

福
祉
住
宅
と
し
て
活
用
さ

れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お

り
、
学
生
向
け
の
住
宅
不

足
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
イ
タ
リ
ア
な
ら
で

は
の
解
決
方
法
で
す
。

個
人
的
に
今
回
の
冬
季

五
輪
で
最
も
注
目
し
て
い

る
ユ
ニ
ク
ロ
作
成
の
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
代
表
関
係
者
の
ウ
エ

ア
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

ウ
エ
ア
全
体
の

92
％
は

環
境
配
慮
素
材
を
使
用
し

て
お
り
、
ウ
エ
ア
の
一
部

に
はQ

R

コ
ー
ド
ラ
ベ
ル
が

付
け
ら
れ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
読
み
取
る
と
原
産
地

や
使
用
素
材
の
情
報
だ
け

で
な
く
、
使
用
後
ど
こ
へ

回
収
さ
れ
る
か
ま
で
確
認

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

繊
維
廃
棄
物
の
回
収
や

リ
サ
イ
ク
ル
を
義
務
付
け

る
規
制
が
強
化
さ
れ
つ
つ

あ
る
欧
州
な
ら
で
は
の
取

り
組
み
で
す
。

皆
様
の
洋
服
ご
購
入
の

際
は
、
見
た
目
＋
使
用
素

材
＋
処
分
の
方
法
を
意
識

し
ご
購
入
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

処
分
す
る
際
は
、
北
区

リ
サ
イ
ク
ラ
ー
事
業
協
同

組
合
で
集
団
回
収
を
実
施

し
て
い
る
町
会
に
お
住
い

の
方
は
集
団
回
収
に
、
そ

う
で
な
い
方
は
エ
コ
ー
広

場
な
ど
古
布
古
着
の
持
ち

込
み
可
能
施
設
を
是
非
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

（
鰐
渕

雄
二
郎
）

シ
ー
ル
っ
て
な
ん
で
あ
ん

な
に
も
子
ど
も
達
の
心
を

掴
む
ん
で
す
か
ね
。

掴
ま
れ
た
ま
ま
大
人
に

な
っ
た
人
た
ち
が
パ
ソ
コ

ン
に
ペ
タ
ペ
タ
シ
ー
ル
を

貼
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ

う
。（

サ
ク
マ

ダ
イ
ス
ケ
）
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古紙をリサイクルする際、製紙原料にならないものを「禁忌品（きんきひん）」といいます。
日本の古紙は分別が徹底している為「JAPAN QUALITY」と言って海外では人気があるようです。
これからも分別をしっかり確認しながら限りある資源を守っていきましょう。

通信販売の段ボールの
中に入っているビニールや

発泡スチロールは
プラスチック回収に。

古紙回収には段ボールだけに

してから出してね！

混ざっていると
機械が壊れたり

せっかくつくった
再生紙を捨てないと
いけなくなったり
しちゃうのです…！

ペタペタ…ツルツル…ポコポコ…さわってみて
ふつうの紙とちがう感じがしたら調べてみてね ！

（北区リサイクラー事業協同組合で実施している集団回収のルールとなります）

禁忌品一覧

・臭いのついた紙（石鹸、洗剤、線香の紙箱等）

・プラスティックのついた牛乳パック（取り除けば可）

・シール、ステッカー

・糊のついた封筒や窓付きの封筒（取り除けば可）

・防水加工されたもの

（紙コップ、ヨーグルトの容器等）

・カーボン紙（宅配便伝票等、黒くなるもの）

・感熱紙（レシート等）

・圧着ハガキ

・写真

（インクジェット等、自宅で印刷した写真も含む）

・プラスティックフィルムやアルミ箔などを

貼り合わせた複合素材（通販用緩衝封筒）

・金、銀などの金属が箔押しされた紙

・捺染紙（布等にアイロンでプリントしたりする紙）

・感熱性発泡紙（点字等で使用されているもので

熱を加えた所が盛りあがる紙）

・合成紙

（選挙の公示用ポスター、投票用紙など

プラスティックで作られているので

正確には紙ではない為）

次
号
（
１
６
１
号
）

の
発
行
は

４
月
1
日
に
な
り
ま
す
。


